
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
熱
・
小
水
力

　
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源
で
あ
る
バ
イ

オ
マ
ス
や
、地
熱
、小
水
力
に
、太
陽
光
、風
力
を
加
え
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
定
の
期
間
・
価
格
で
電

気
事
業
者
が
買
い
取
る
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
関
連

法
案
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
法
案
の
成

立
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
見
直
さ
れ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
新
し
い
柱
の
一
つ
と
し
て
、
技
術
革

新
と
普
及
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

群馬県前橋市が設置した電気自動車
ＥＶ 発電用小水力発電。３月に稼働

バ
イ
オ
マ
ス

エネ政策、新たな主役求む
買
い
取
り
関
連
法
案
に
関
心

地
熱
発
電

総合戦略策定前 総合戦略策定当時 総合戦略策定後

木質ペレット製造施設

木質ボイラ施設

木質バイオマス発電施設

下水汚泥発電施設

一般廃棄物発電施設

バイオエタノール製造施設

－ －参考 家畜排せつ物メタ
ン発酵施設

区　　分
施設の設置数

主なバイオマス利活用施設の設置数

注 １　農林水産省、国土交通省および環境省の資料によって総務省が作成
　　２　カッコ内は調査時点の年度
　　３　総合戦略は バイオマス・ニッポン総合戦略 年 月 日閣議決定 の略

有
効
性
検
証
が
必
須

新
た
な
動
き
相
次
ぐ

小
水
力
発
電

水
利
権
規
制
緩
和
が
課
題

官民一体で自然エネ２０％超へ

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡

大
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
現
在
の
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
法
案

「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特

別
措
置
法
案
」
だ
。

　
こ
の
法
案
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
に

つ
い
て
、
国
が
定
め
る
一
定
の
期
間

・
価
格
で
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
早
け
れ

ば

年
度
の
施
行
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　
法
案
で
は
買
い
取
り
対
象
は

太

陽
光

小
型
の
風
力
発
電
を
含
む
風

力

３
万

未
満
の
中
小
水
力

地
熱

紙
パ
ル
プ
な
ど
他
の
既
存
産

業
に
影
響
が
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
―
を

用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
だ
。

　
政
府
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
に

入
っ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
位
置
付
け
を
高
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
菅
直
人
首
相
は

年
５
月
の

経
済
協
力
開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

周
年
記
念
行
事
に
お
け
る
演
説

で
、
「
わ
が
国
は

原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー

と

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

と

い
う

二
つ
の
柱

に
加
え
、

自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
エ
ネ
ル
ギ

ー

と
い
う

新
た
な
二
つ
の
柱

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
発
電
電
力
量
に
占
め
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を

年
代
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
少
な
く
と
も

％
を
超
え
る
水
準
と
な
る
よ
う
な

大
胆
な
技
術
革
新
に
取
り
組
む
」
と

決
意
表
明
し
た
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
太
陽
光
や

風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
。
菅
首
相
は

現
在
国
会
に
提
出
し
て
い
る
法
案
の

成
立
を
目
指
し
て
い
る
。
同
時
に
官

民
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

％
超
え
の
実

現
の
第
一
歩
に
な
る
と
み
て
い
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役
割

は
、
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 　　

７
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た

地
熱
発
電
事
業
に
係
る
温
泉

・
地
下
水
へ
の
影
響
検
討
会
」
の
初
会
合

　
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
家
畜
排

せ
つ
物
、
食
品
廃
棄
物
、
製

材
工
場
残
材
、
建
築
廃
材
、

下
水
汚
泥
な
ど
従
来
廃
棄
物

と
し
て
処
理
さ
れ
た
も
の
と

稲
わ
ら
、
麦
わ
ら
、
林
地
の

残
材
な
ど
未
利
用
の
も
の
が

あ
る
。
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
や
製
品
の
原
料
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
栽
培
さ
れ

る
資
源
作
物
が
あ
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
例
と

し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
が
あ
る
。
製
材
業
者
が
処

理
に
困
っ
て
い
た
樹
皮
や
、

廃
材
、
間
伐
材
な
ど
を
燃
料

に
し
て
ボ
イ
ラ
を
燃
焼
さ

せ
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
回
し

て
発
電
す
る
。
ま
た
、
木
材

か
ら
ガ
ス
を
抽
出
し
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
で
発
電
す
る
方
式

も
あ
る
。
同
方
式
で
は
ガ
ス

を
取
り
出
し
て
残
っ
た
木
材

を
土
壌
改
良
材
と
し
て
二
次

利
用
で
き
る
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
で
生
じ
た
が
れ

き
を
燃
料
に
使
う
案
が
浮
上

し
て
い
る
。

　
資
源
作
物
で
は
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
糖

を
多
く
含
む
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
主
流
だ
。

こ
の
ほ
か
、
飼
料
用
と
し
て

栽
培
さ
れ
た
イ
ネ
を
使
っ
た

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
配
合

し
た
ガ
ソ
リ
ン
が
国
内
で
売

り
出
さ
れ
て
い
る
。
廃
紙
、

刈
草
、
ヤ
シ
の
一
種
の
ニ
ッ

パ
ヤ
シ
な
ど
を
原
料
に
し
た

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
実
用

化
研
究
も
進
ん
で
い
る
。

　
総
務
省
が
２
０
１
１
年
２

月
に
ま
と
め
た
「
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
に
関
す
る
政
策

評
価
」
に
よ
る
と
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
施
設
の
設
置
数

の
増
加
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス

を
利
活
用
す
る
た
め
の
環
境

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し

か
し
、
政
策
全
体
の
コ
ス
ト

決
算
額

や
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
現
場
に
お
け
る

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削

減
効
果
な
ど
、
政
策
の
有
効

性
や
効
率
性
を
検
証
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
が
十
分
に
把
握

さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
地
熱
発
電
事
業
に
向
け
た

新
た
な
動
き
が
官
民
で
相
次

い
で
い
る
。

　
環
境
省
は
地
熱
発
電
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
有
識
者

に
よ
る
「
地
熱
発
電
事
業
に

係
る
自
然
環
境
影
響
検
討

会
」
と
「
地
熱
発
電
事
業
に

係
る
温
泉
・
地
下
水
へ
の
影

響
検
討
会
」
を
６
月
下
旬
か

ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
立
ち

上
げ
た
。
自
然
公
園
の
風
致

景
観
上
の
支
障
や
、
地
熱
発

電
の
温
泉
資
源
・
地
下
水
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
軽
減

策
を
検
討
。

年
３
月
を
め

ど
に
、
過
去
の
通
知
の
見
直

し
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方

を
整
理
す
る
。

　

年
に
発
表
さ
れ
た
「
地

球
温
暖
化
に
係
る
中
長
期
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ

環
境
大
臣
試

案

」
で
は
、
地
熱
発
電
の

導
入
量
を

年
の

万

か
ら

年
に
は
１
７
１
万

に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た

行
政
刷
新
会
議
の
規
制
・
制

度
改
革
に
関
す
る
分
科
会

で
、
地
熱
発
電
に
つ
い
て
自

然
公
園
法
、
温
泉
法
な
ど
の

許
可
の
早
期
化
・
柔
軟
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

地
熱
発
電
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
温
泉
資
源
・
地
下

水
の
枯
渇
の
恐
れ
や
大
規
模

工
作
物
の
設
置
に
よ
る
自
然

公
園
の
風
致
景
観
上
の
支
障

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
出
光
興
産
と
国
際
石
油
開

発
帝
石
は

年
６
月

日
に

北
海
道
と
秋
田
県
で
地
熱
発

電
の
開
発
に
向
け
て
共
同
調

査
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
と

発
表
し
た
。
７
月
か
ら

月

に
か
け
て
地
質
調
査
と
重
力

探
査
、
電
磁
探
査
と
い
っ
た

地
表
調
査
を
行
う
。
両
地
域

が
有
望
だ
と
確
認
で
き
れ

ば
、

年
ご
ろ
に
も
地
熱
発

電
事
業
化
の
可
能
性
が
見
込

め
る
と
い
う
。

　
共
同
で
調
査
を
実
施
す
る

エ
リ
ア
は
札
幌
市
と
北
海
道

赤
井
川
村
に
か
け
て
の
阿
女

鱒
岳
地
域
と
、
秋
田
県
湯
沢

市
の
小
安
地
域
。
共
同
調
査

後
、
地
熱
発
電
に
適
し
た
有

望
地
と
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
出
光
が
掘
削
作
業

を
手
が
け
て
い
く
。
実
際
に

掘
削
に
入
る
時
期
は
２
、
３

年
後
に
な
る
見
込
み
。

　
両
地
域
と
も
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

が
地
熱
開

発
促
進
調
査
を
進
め
、
地
熱

発
電
が
可
能
な
２
０
０
度
Ｃ

以
上
の
地
下
温
度
が
確
認
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　
水
の
流
れ
で
水
車
を
回
し

て
発
電
し
、
ダ
ム
の
よ
う
な

大
規
模
構
造
物
を
必
要
と
し

な
い
小
水
力
発
電
。
東
日
本

大
震
災
後
、
電
源
の
多
様
化

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
自
然

豊
か
な
日
本
風
土
の
中
で
、

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
電
源

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
都
道
府
県
別
の
小
水
力
発

電
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

４
番
目
の
群
馬
県
。
そ
の
中

で
河
川
が
い
く
つ
も
流
れ
る

前
橋
市
は
、

年
３
月
に
同

発
電
併
用
型
電
気
自
動
車
充

電
設
備
を
稼
働
さ
せ
た
。

　
山
梨
県
北
杜
市
と
、
丸
紅

ほ
く
と

１
０
０
％
子
会
社
の
三
峰
川

電
力

東
京
都
千
代
田
区

は

年
６
月
８
日
に
、
官
民

パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

っ
て
北
杜
市
内
に
３
カ
所
の

小
水
力
発
電
の
建
設
を
進
め

る
と
発
表
し
た
。
出
力
合
計

は
６
５
０

。
年
間
発
電

電
力
量
合
計
は
約
４
６
０
０

時

メ
ガ
は
１
０
０

万

で
、
一
般
家
庭
約
１
３

０
０
軒
分
の
年
間
使
用
量
に

相
当
す
る
。

年
３
月
の
運

転
開
始
を
目
指
す
。
同
市
は

円
滑
な
事
業
推
進
を
全
面
的

に
サ
ポ
ー
ト
。
三
峰
川
電
力

は
小
水
力
発
電
所
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
ち
、
事
業
の
採
算
性

を
確
保
す
る
。

　
小
水
力
発
電
の
導
入
促
進

に
向
け
て
は
、
発
電
水
利
権

許
可
手
続
き
の
合
理
化
や
、

自
然
公
園
内
の
規
制
緩
和
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。


